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５月の風物詩といえば鯉のぼり・・・鯉のぼりの由来には、中国の伝 

説上の生き物である竜が関係しているといわれており、黄河上流にある 

竜門山を切り開いてできた急流を竜門まで登りきった鯉は、竜になると 

いう伝説があるそうです。このことから、鯉のぼりには難関を鯉のよう 

に突破して立身出世してほしいという願いが込められています。 

強風になるほどたなびく鯉のぼりは、私たちが見習いたい姿を見せてくれているのかもし

れません。 
 

新年度のスタートにあたり  ４月５日（土）１学期始業式校長式辞より抜粋 

○現代はコンピューター社会であり、私たちに求められるのは、より多くの情報を収集し、

それを操る情報編集能力です。そのために今の勉強があるのです。 

○受験は個人戦ですが、団体戦でもあります。一人で、頑張るのはきついけど、みんなでや

れば頑張れます。互いに声を掛け合い、教え合えばやれます。そうして、みんなで目指し

ているところを勝ち取ってください。 
 

晃英館のあゆみ・校訓   ４月５日（土）入学式理事長あいさつより 

晃英館中学校が誕生したのは平成 17 年です。開校以来、 

中高一貫教育の利点を生かし、じっくりといろいろなことに取 

り組んでいます。「学力形成」と「人間形成」は本校教育の柱 

であり、一人ひとりの生徒を大切にする「only one」と確か 

な学力を保障する「No.1」の教育を目指しています。 

「人生は芸術なり」・・・本校の校訓です。人の人生を芸術 

に例えたもので、真っ白いキャンパスに絵を描くように、みなさん一人ひとりが自分自身を

表現し、個性を輝かせてください。そして、観る人に感動を与える存在になってください。  
 

着任教員の紹介 安部 要治 副校長兼教頭 

 初めての中高一貫校の勤務です。新鮮でもあり、戸惑うことも多いで 

すが、晃英館中学校の魅力を発信して、さらに盛り立てていきたいと思っ 

ています。よろしくお願いいたします。 

 経歴－長年公立中学校勤務 元周南市立福川中学校校長 前任校 下松市立末武中学校 
 

オリエンテーション研修  ４月８日（火）～１０日（木） 中学１年生 

 入学式の翌週には、十種ヶ峰青少年自然の家で２泊３日の宿泊研修をし 

ました。中学生としての自覚を高め、集団行動のあり方を学び、新しい仲 

間として関係づくりをするねらいがあります。 

 多くの研修が、アクティブな体験活動をすることで、協力しなければ 

課題を達成できないように仕組まれています。生徒たちは、盛んにアド 
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バイスをしたり、励ましあったりしながら協働して 

課題に取り組んでいました。活動のあとには、でき 

たことや他の人にしてもらってうれしかったことな 

どを話し合います。このような振り返りの時間を通 

して、活動の意義を高め、絆を深めることができま 

した。  
 
晃英館タイムスタート   中学１年生～高校３年生  

 今年度より、集中して授業に取り組み、学習成果を上げるために 

４５分授業を実施しています。これに伴い、１０分登校時間を遅ら 

せ、朝のスタートにゆとりをもたせました。いずれの学年の生徒も 

８時００分には席について読書に集中しており、静かな雰囲気で１ 

日がはじまっています。 

 また、自ら課題をみつけ、自ら学ぶ姿勢を身につけるために、晃英館タイムをスタートさ 

せました。 

７時限終了～清掃活動～ＳＨＲ（終わりの会）～晃英館タイム（２５分間） 

生徒は自分にあった学習スタイルで、知識を求め、思考力や表現力を高めています。 

 晃英館タイムの学習スタイル 

① 生成ＡＩ（スタディ・ポケット）を相手に、質問→アドバイス→質問・・・・のサイ 

クルで学びを深める。 

② 問題集や英検の学習に取り組む等、自分にあった学習スタイルで学びを深める。 

③ 教科担当教員による個別指導を受ける。（質問カードをボックスに提出） 

※この時間は晃英館すべての教員が生徒の側に寄り添い、学ぶ姿を見守っています。 
 

はじまって３週間ほどになりますが、学級では多くの生徒がそれぞれの課題と真剣に向き

合っており、他の生徒が取り組むようすをみて、刺激を受けている生徒もいるようです。一   

方別室では、質問をした生徒が教科担当の熱心なアドバイスを受け 

ているなど、今までになかった学習風景が広がっています。 

晃英館タイムは、これまで行ってきた通常授業に加え、自学自習の 

時間をカリキュラムの中に明確に位置づけた新たな学習スタイルです。

生徒の習熟度や課題に応じて、個別最適な学びを深める時間にしたい

と考えています。 
 

  

 

 

 
 

28 日(月)薬物乱用防止教室 中 3 

12 日(月) １学期中間テスト 中高 

５月、６月行事予定 

24 日(土）授業参観日

日 

14 日(水）家庭学習日 

11 日(日）春のオープンスクールⅠ  

22 日(木）歯科検診 

8 日(木）月頭集会 

 

 

3 日(土）憲法記念

日 

6 日(火）振替休日 4 日(日）国民の休日 5 日(月）こどもの日 

21 日(水）情報モラル教室 中 1～3 

9日(木）全統記述模試 高校 

 

19 日(月) 内科検診 中 1 

13 日(火) １学期中間テスト 中高 15 日(木) １学期中間テスト 高 

16 日(金) １学期中間テスト 高  社会見学 中 1 

生成ＡＩとの学び 

質問カードによる学び 

8 日(木）全統記述模試 高 3 

 

 

21 日(水）生活アンケート 

29 日(月)～30 日(火)ベネッセ共通模試 

高 3 

31 日(日）春のオープンスクールⅡ

 U 

6月 7 日(土）晃英祭（文化の部） 


